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P − 37　　 卵巣摘 出後の体脂肪 ・体格の 骨密度に

及ぼす影響

P − 38　　 　 閉経期女性 に お け る腰 椎 X 線 像 ，中

手 骨 MD法に よ る 骨量減少判定 と膣ホ ル モ ン 細胞診

に っ い て の 検討
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［目的］閉経後や卵巣摘出後 （卵摘）の 皮下脂肪

は エ ス トロ ゲ ン の 主な産生源で ある ，また
， 体重

は骨量維持に働 く．そ こで ，卵摘後の体脂肪や体

格 と骨密度 との 関係に つ い て検討 した． ［方法］

当院 にて 閉経前に卵摘を受けた婦人 61例 を対象と

し， DEXA 法によ り腰椎骨密度，大腿骨頚部骨密

度 ， 全身の骨塩量 ， 体脂肪 ， 非脂肪組織量を測定

し，同時に，QCT 法で腰椎海綿骨々密度，皮質骨々

密度を測定 した．　 ［成績］体脂肪によ る検討で は，

体脂肪率30％以上 と未満の両群間で，DEXA 法 ・

QCT法 とも， 各種骨密度に有意差は認め られ なか

っ た
．
．DEXA 法に よる腰椎骨密度0，86以上 と未満

の 群間で も，体脂肪率 に有意の差は認め ら
．
れなか

っ た 、全 身骨塩量／全身非脂肪組織量比が ， 6以

上 と未満 の 群間 で は，それぞれ腰椎骨密度

のEXA 法 ；0，83 ユ± O．112　vs ・0．730 ± O．109），大腿

骨頚部骨密度 （DEXA 法 ；0．812 ± 0．111vs 　O．699

± O．144），腰椎海綿 骨 々 密度 （QCT法 ；122，9±

3L8 　vs 　90．6± 24．3），腰椎皮質骨々 密度 （QCT法 ；

261．9± 41 ．3　vs 　240 ．2 ± 33．1）の い ずれ の測定法で

も，骨密度に有意の差が認め られた（P ＜ 0．01 ）．全

身骨塩量／全身非脂肪組織量比 が高 く，骨密度の

比較的保た れ た群は
， 有意に年齢が若 く（48 ．6±

9．9vs 　57 ．7± 9．0，　 P＜ O．Ol），術後月数が短 い 傾向

（69．3± 49 ．Ovs88 ．2± 40．9）が うかがわれ た．　 ［結

論］卵摘後婦人におい て，全身骨塩量／全身非脂

肪組織量比が 6以上 （結合組織中に骨塩の 占め る

比率の 高い 群）の 婦人は，海綿骨 ・皮質骨と もに

骨密度が保たれ て い た ．一
方，体脂肪に 関して は，

卵摘婦人 にお い て 体脂肪の骨密度に与 える 影響 は

比較的少な い もの とみな され た．

〔目的〕閉経期女性の エ ス トロ ゲ ン 活性低 下 や骨

量減少が 日常臨床 で も 問題視 され て き て い る が ，

適切 な治療 に は 個 々 の 患者の 病態の 総合的把握が

重 要 で あ る 。本研究 で は膣 ホ ル モ ン 細胞 診 と単 純

X 線 撮 影 に よる骨量測定 を施行 し ，そiPら の 検 査

法 と して の 有 南性 を検 討 した 。〔方 法〕 1990年 か

ら 1992年 の 間 に 骨粗鬆症外来 に て （1）130例 に 対 し

て 腰椎 X 線像の 慈 大式分類 （以下慈 大式 ）及び 中

手骨MD法 に よ る 骨量 減少判定 とを施 行 し た 。 （2）

（1）と 同 時に膣ホ ル モ ン 細胞診を施行 し得 た79例

に お い て Maturation　 Indexに 基 づ い て ，表 層細胞

遺 存 群 （表 群 ） ，
14例 ，平 均 50．4歳 ；申層細胞主体

群 （申群 ） ，49例 ， 49．7歳 ；傍 基底細胞 主体 群 （傍

群 ） 16例 ，55，4歳 の 3群 に 分 け た 。〔成績 〕 （1）慈

大式腰椎骨量減少 判定は MI）法の 中手 骨骨密度 Σ

GS／Dや骨皮質幅 MCIに 相関 （そ れ ぞれ y＝ −0．0051x

＋O．434．y＝ −0．212x＋2．642．p 〈O．001） し ，HD法 よ り

も早 期か ら骨量 減少 が発 見 された。 （2）SS大式 に

よ る 腰椎骨量減少 例は 表群 35％， 中群 37％，傍群 56％

で あ っ た 。MD法 に お い て Σ GSID が一2SD 以 下 の 低 値

例 が表群 O％，中群 27％；傍群 5b％，MCIで は 表群b％，中

群 8％，傍群 5％で あ っ た 。 〔結論〕 （1）慈大式腰 椎骨

量 減 少 判定 は骨 粗 鬆症 の 早 期発見に 有効 と考え ら

れ た 。（2）膣 ホ ル モ ン 細 胞 診 に て エ ス トロ ゲ ン 活

性 の 低下 が示 唆され る も の ほ ど腰椎 ，中手 骨と も

骨 量 低 下 例 が多 く ，閉経 期 骨粗 鬆症 の エ ス トロ ゲ

ン 活性依存性 を 裏 付け る結果 で あ っ た 。しか し ，

表 群 の 骨量 減少例 の よ う に エ ス トロ ゲ ン の 低下 の

み が原 因 と は 考 え に く い 例 が あ っ た 。骨粗鬆症の

治療 に 際 し ，両法の 併用は 有効で ある と考え られ

た 。
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